
特集

人
も
三
一
〇
万
人
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
旦
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
拡
大
し
て
い
き
、
ど
う
や
っ
て
終

結
す
れ
ば
い
い
か
困
難
を
極
め
て
い
る
。
戦
争
は
絶
対
に
始
め
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　

で
は
、
ど
う
し
た
ら
戦
争
を
回
避
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
軍
事
力
を
い
く
ら
強

化
し
て
も
相
手
を
凌
駕
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
相
手
も
軍
事
力
を
強
化
す
る
か

ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
軍
事
力
を
強
化
す
る
と
、
一
触
即
発
に
よ
っ
て
戦
争
を
惹

き
起
こ
す
リ
ス
ク
を
大
き
く
し
て
い
く
。
戦
争
の
回
避
は
、
平
和
外
交
に
よ
っ
て

し
か
達
成
で
き
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

本
特
集
で
は
、
安
全
保
障
の
基
軸
と
し
て
の
平
和
外
交
と
は
何
か
を
考
え
、
戦

争
回
避
の
道
を
探
る
。
各
論
文
を
紹
介
し
た
い
。

　

君
島
東
彦
論
文
は
、
本
特
集
全
体
の
基
調
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
米
国
の
同
盟
国
と
中
国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
の
側
が
対

決
す
る
『
第
二
次
冷
戦
』
下
に
あ
る
よ
う
に
見
え
か
ね
な
い
」
が
、
世
界
秩
序
の
構

造
変
動
を
凝
視
す
る
と
「
諸
地
域
が
複
雑
に
相
互
依
存
す
る
多
元
的
複
合
的
な
世

界
」
に
移
行
す
る
と
予
見
し
、
実
例
と
し
て
南
ア
フ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
首
脳
会
議
と
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
首
脳
会
議
を
あ
げ
る
。

　

そ
し
て
、「
日
本
政
府
は
『
西
側
同
盟
の
一
員
』
と
い
う
自
己
認
識
が
強
く
、
東

　

今
の
日
本
で
は
、「
安
全
保
障
」
と
言
う
と
軍
事
し
か
語
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

「
安
全
保
障
」
が
、
国
民
一
人
一
人
の
命
と
生
活
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

戦
争
を
回
避
す
る
た
め
の
平
和
外
交
こ
そ
、
そ
の
基
軸
と
し
て
位
置
付
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　　

岸
田
政
権
は
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
一
六
日
、
日
本
が
専
守
防
衛
の
も
と
こ
れ

ま
で
保
有
し
な
か
っ
た
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
保
有
し
、
軍
事
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
二
％
以

上（
五
年
間
で
四
三
兆
円
）と
な
る
よ
う
に
す
る
、
安
保
三
文
書
の
改
定
を
閣
議
決

定
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
安
保
政
策（
専
守
防
衛
）を
大
転
換
さ
せ
る
決
定
で
あ
る
。

　

こ
の
大
転
換
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
人
々
を
さ
ら
に
苦

し
め
、
ま
た
、
南
西
諸
島
を
中
心
に
自
衛
隊
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
の
配
備
と
日
米
を

中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
化
を
進
め
、
中
国
と
の
緊
張
関
係
を
高
め
て
い

る
。
七
〇
数
年
に
わ
た
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
戦
争
が
眼
の
前
に
迫
り
、
私
た
ち
一

人
一
人
の
命
が
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
争
は
測
り
し
れ
な
い
ほ
ど
の
人
々
に
測
り
し
れ
な
い
大
き
な
被
害
を
与
え
る
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
死
者
は
一
万
人
を
超
え
、

難
民
は
一
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
て
い
る
。
人
々
の
生
活
は
壊
さ
れ
、
自
由
も
奪
わ

れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
側
の
兵
士
も
多
く
の
人
々
が
強
制
的
に
徴
用
さ
れ
て
い
る
。

日
本
が
過
去
に
起
こ
し
た
戦
争
で
も
、
ア
ジ
ア
の
人
々
は
二
〇
〇
〇
万
人
、
日
本

　
◆
特
集
に
あ
た
っ
て 平

和
外
交
こ
そ
安
全
保
障
の
基
軸

│
│
戦
争
回
避
の
道
を
探
る
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ア
ジ
ア
の
分
断
を
再
生
産
し
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
分
断
を
克
服
す
る
道
を
追

求
し
な
い
か
ぎ
り
、
我
々
に
平
和
は
訪
れ
な
い
。
多
元
的
複
合
世
界
の
中
で
、
ど

の
よ
う
に
こ
の
分
断
を
克
服
す
る
か
、
我
々
の
知
恵
、
力
量
が
問
わ
れ
て
い
る
。」

と
問
題
提
起
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
カ
ン
ト
の
平
和
論
、
戦
後
日
本
憲
法
の
平
和
原
理
に
言
及
し
た
う
え
、

「
我
々
は
東
ア
ジ
ア
の
包
摂
的
安
全
保
障
体
制
を
構
築
す
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
し
、
そ
の
主
体
と
し
て
政
府
以
外
の
越
境
的
市
民
社
会（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）、

自
治
体
、
大
学
を
あ
げ
る
。
同
時
に
、
東
ア
ジ
ア
に
存
在
す
る
、
中
国
の
一
帯
一

路
な
ど
の
方
向
と
日
米
の
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
方
向
を
包
摂

す
る
ア
ジ
ア
安
全
保
障
協
力
会
議（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
）の
組
織
化
を
大
き
な
方
向
性
と
し

て
提
示
す
る
。

　

孫
崎
享
論
文
は
、
米
中
対
決
の
情
勢
を
分
析
し
、
経
済
規
模
に
お
い
て
中
国
が

米
国
を
追
い
抜
い
た
こ
と
か
ら
、
米
国
が
中
国
を
敵
視
し
、「
台
湾
」
と
い
う
対
立

軸
を
利
用
し
て
軍
事
紛
争
を
誘
導
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
を
防
止
す

る
に
は
、
米
国
に
、「
台
湾
は
中
国
の
一
部
で
あ
る
。」
と
い
う
一
貫
し
た
米
中
合
意

を
覆
さ
せ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

飯
島
滋
明
論
文
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
目
的
が
「
対
内
的
に
は
域
内
で
の
信
頼
醸

成
・
紛
争
の
平
和
的
解
決
」
に
、
対
外
的
に
は
「
大
国
の
影
響
を
受
け
ず
に
自
立
・

独
立
を
確
保
す
る
こ
と
」
に
あ
る
と
し
て
、
係
る
目
的
に
基
づ
い
て
様
々
な
困
難

を
乗
り
越
え
て
き
た
歴
史
的
な
経
緯
を
説
得
的
に
論
じ
、
日
本
は
、「
平
和
的
交

渉
・
外
交
手
段
で
域
内
外
の
平
和
構
築
・
信
頼
醸
成
措
置
を
進
め
て
き
た
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
に
倣
う
べ
き
」
と
述
べ
る
。

　

マ
イ
ク
・
モ
チ
ヅ
キ
論
文
は
、「
米
国
の
国
内
政
治
力
学
が
米
国
の
政
策
を
危
険

で
軽
率
な
方
向
に
導
く
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
、「
日
本
は
米
国
一
辺
倒
で
な
く
、

よ
り
自
主
的
な
外
交
政
策
、
い
わ
ゆ
る
『
親
米
自
主
の
外
交
』
が
必
要
」
で
あ
り
、

「
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
イ
ン
ド

な
ど
の
地
域
の
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
と
協
力
体
制
を
構
築
し
、
外
交
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
べ
き
」
と
し
、
日
本
の
あ
る
べ
き
外
交
の
姿
を
論
じ
る
。

　

本
特
集
で
は
非
政
府
外
交
に
も
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

　

小
松
寛
論
文
は
、
平
和
外
交
に
よ
る
有
事
の
回
避
を
訴
え
る
沖
縄
県
の
自
治

体
外
交
の
活
動
と
意
義
を
論
じ
、「
補
完
外
交
」
を
認
め
る
以
上
、
国
交
と
条
約
締

結
に
関
わ
ら
な
い
限
り
、
県
は
独
自
の
地
域
外
交
の
正
当
性
を
主
張
す
る
こ
と

が
出
来
る
と
考
え
る
。

　

田
里
千
代
基
論
文
は
、「
与
邦
国
の
未
来
は
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
発
展
の
中
に

あ
り
、『
交
流
と
繁
栄
の
島
』
の
実
現
こ
そ
が
最
大
の
安
全
保
障
と
考
え
」、「
与
那

国
・
自
立
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン　

自
立
・
自
治
・
共
生
」
の
実
現
を
訴
え
る
。

　

笹
本
潤
論
文
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｐ（
ア
ジ
ア
法
律
家
連
盟
）の
市
民
外
交
の
役
割
は
、

軍
事
同
盟
の
な
い
ア
ジ
ア
を
目
指
し
、
軍
事
的
対
立
を
な
く
し
、
ア
ジ
ア
の
人
々

の
平
和
に
生
き
る
権
利
を
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
日
本
国
内
の
平
和
団

体
が
国
際
化
し
て
い
く
必
要
性
を
論
じ
る
。

　

藤
田
高
景
論
文
は
、
市
民
外
交
の
一
つ
と
し
て
、
村
山
首
相
談
話
の
会
・
訪
中
団

を
北
京
に
派
遣
し
、
中
国
の
学
者
・
知
識
人
な
ど
と
率
直
な
意
見
交
換
を
す
る
活

動
を
紹
介
し
、「
日
中
友
好
こ
そ
、日
本
の
最
大
の
安
全
保
障
の
一
つ
だ
」と
訴
え
る
。

　

森
田
太
三
論
文
は
、
中
国
人
被
害
者
の
強
制
連
行
に
関
し
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル

と
和
解
を
行
い
、
そ
の
基
金
に
基
づ
く
平
和
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
、
民
民
間
の
事
業
で
は
あ
る
が
、
こ
の
取
り
組
み
は
国
と
国
の
関
係
に

お
い
て
も
平
和
と
友
好
の
関
係
を
築
く
着
実
な
一
歩
と
な
り
、
日
中
不
再
戦
運

動
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
と
論
じ
る
。

　

岸
田
政
権
は
、
軍
事
拡
大
と
米
国
と
の
軍
事
一
体
化
を
強
力
に
推
し
進
め
て

い
る
。
そ
の
先
に
あ
る
の
は
、
米
国
が
攻
撃
さ
れ
て
い
る
と
い
う
名
の
も
と
に
、

日
本
が
攻
撃
を
受
け
て
い
な
く
と
も
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し
て
戦
争
に
入
り

込
む
可
能
性
で
あ
る
。
同
政
権
は
、
単
に
平
和
外
交
を
し
て
い
な
い
と
い
う
不
作

為
に
と
ど
ま
ら
ず
、
平
和
外
交
の
基
礎
を
掘
り
崩
す
行
為
を
し
て
い
る
こ
と
に
他

な
ら
な
い
。

　

今
、
岸
田
政
権
に
よ
る
平
和
外
交
な
き
軍
拡
と
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
強
化
な
の
か
、

多
様
か
つ
徹
底
し
た
平
和
外
交
に
よ
る
軍
事
に
よ
ら
な
い
包
摂
的
多
元
的
な
安
全

保
障
関
係
の
構
築
な
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
本
特
集
が
平
和
外
交
を
推
し
進

め
る
こ
と
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。

 

（「
法
と
民
主
主
義
」
編
集
委
員
会
　
南
　
典
男
）
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